
公立置賜総合病院 ●問い合わせ先
 公立置賜総合病院　総務課　山口
 tel.0238-46-5000(内線2125)　fax.0238-46-5711
 E-mail：soumu@okitama-hp.or.jp

●病院の概要 ●プログラムについて

●医師紹介･メッセージ

●募集について

診療科名
年間入院
患者実数

平均在院
日 数

年間新外来
患 者 数

１日平均
外来患者数

年間外来
診療日数

常　勤
医師数

指導医数

内 　 科 5,719 21.5 6,621 278.0 245 27 19

外 　 科 2,195 16.6 1,218 69.5 245 10 8

小 児 科 765 4.2 4,800 48.3 245 4 2

産 婦 人 科 1,126 10.8 2,199 69.7 245 5 5

精 神 科 442 20.4 288 44.3 245 3 3

皮 膚 科 1 1.0 1,730 39.2 245 0 0

眼 　 科 160 5.5 1,071 45.8 245 2 2

耳鼻咽喉科 640 9.8 2,288 50.4 245 3 3

泌 尿 器 科 579 14.4 902 48.0 245 2 2

放 射 線 科 0 0.0 11 10.0 245 2 1

麻 酔 科 0 0.0 8 0.5 245 4 3

脳神経外科 911 27.5 2,514 64.7 245 3 2

整 形 外 科 1,237 19.1 4,810 111.2 245 8 7

心臓血管外科 124 19.7 100 8.5 245 1 1

（医師数については平成21年４月１日現在）

●
•日本内科学会認定医制度教育病院
•日本内分泌学会認定教育施設
•日本内分泌学会内分泌代謝科認定教育施設
•日本循環器学会認定循環器専門医研修
　関連施設

•日本消化器外科学会専門医修練施設
•日本外科学会認定制度修練施設
•日本外科学会外科専門医制度修練施設
•日本整形外科学会専門医制度研修施設
•日本眼科学会専門医制度研修施設
•日本耳鼻咽喉科学会専門医研修施設
•日本泌尿器科学会専門医教育施設
•日本医学放射線学会放射線科専門医修
　練機関

•日本乳癌学会認定医・専門医制度研修施設
•日本消化器内視鏡学会指導施設
•日本透析医学会認定医制度教育関連施設
•日本血液学会認定医制度研修施設
•日本臨床細胞学会施設
•日本病理学会認定病院（日本病理学会
　認定病院A)

•日本糖尿病学会認定教育施設
•日本脳神経外科学会専門医認定制度指
　定訓練場所

•日本呼吸器外科学会指導医制度関連施設
•日本呼吸器外科学会関連施設
•日本呼吸器学会認定施設
•日本消化器病学会認定施設
•日本麻酔科学会認定病院
•日本IVR学会指導医修練施設
•日本周産期新生児専門医暫定研修施設
•日本救急医学会救急科専門医指定施設
•日本小児神経学会専門医研修関連施設
•日本超音波医学会専門医研修施設
•がん治療認定医制度認定施設
•マンモグラフィ検診施設画像認定施設
•救急告示病院
•臨床研修病院指定
•歯科臨床研修施設
•山形県児童相談所協力病院指定

●

　初期研修医　４名

　後期研修医　３名（標榜18診療科全てで研修が可能です。）

●

　初期研修医　 １年次：２名　　 ２年次：１名

　後期研修医　 １年目：３名　　 ２年目：１名

●

　初期研修医

　　 基本給：342,114円（初年度）　360,126円（２年目）

　　 手　当：通勤、扶養、時間外、当直、退職手当等は別途支給します。

　　 年間概算支給額：約580万円（初年度）

　後期研修医

　　 正職員に準じます（身分は地方公務員となります）

　　 年間概算支給額：約1,500万円

　　　（後期研修１年目、時間外勤務30時間／月、宿日直4回／月とした場合の目安です。）

● 年次有給休暇20日（初年度15日）、夏季休暇、冬季休暇等

● 借上公舎有

● 公募

● 面接試験

● 初期研修医　平成21年９月末（予定）

　　　　　　後期研修医　平成22年2月末（予定）

● 随時（応募者の面接希望日と日程調整のうえ実施します。）

● 随時受け付けています。ｅ-mailまたは電話でご希望の日時等をお

　　　　　　知らせ下さい。希望の診療科をじっくり見学するのはもちろんのこ

　　　　　　と、研修中の研修医と直接お話をしていただいたり、公舎内部を含

　　　　　　めた病院周辺の環境についてご案内することも可能です。

置賜地域の高度医療を担う拠点病院であり、ありとあらゆる疾患を経験することができる、プライマリケアの基本診療能力の習得には最適の環境です。
研修を進めていく中で、研修医が希望する選択科に変化があっても、柔軟に対応しながらスケジュール決定していくという、極めて自由度の高いプログラムです。
県内には２つしかない救命救急センターを併設しており、最先端の高度救急医療の現場を身をもって経験できます。
県内では唯一となる単独型の臨床研修病院であり、精神科はもちろんのこと、地域保健・医療も当組合内のサテライト病院（各病院とも車で15分程度）で研修することが可能ですので、２年間研修に集中す
　ることができます。
募集定員１学年４名という少数精鋭主義に対して、80名を越える常勤医師が在籍しており、手厚くきめ細やかなマンツーマンの指導体制をとっています。

•内科専門医
•外科専門医
•整形外科専門医
•眼科専門医

•耳鼻咽喉科専門医
•泌尿器科専門医
•脳神経外科専門医
•放射線科専門医

•麻酔科専門医
•病理専門医
•救急科専門医
•消化器病専門医

•循環器専門医
•呼吸器専門医
•血液専門医
•内分泌代謝科専門医

•糖尿病専門医
•消化器外科専門医
•小児神経科専門医
•消化器内視鏡専門医

•周産期新生児専門医
•超音波専門医

◎沼 田　　 綾【平成19年度後期研修医】
　公立置賜総合病院は、田んぼの中ににょきっと立つ建物です。遠くに山々がきれいに見えます。近くに救
急病院がないため救急外来では、風邪の子どもから心筋梗塞や交通事故まで幅広い疾患を経験することがで
きます。また高齢者の多い地域という特性から、今後の日本の医療における社会的な側面も見えてきます。
そんな中、患者さん一人一人にとって何が最適な医療であるかを指導医とともに考え、そして学ぶ日々です。
また、各診療科同士の連携の良さも魅力の一つで、各診療科同士が病院内で協力し合って様々な角度から治
療方針を考えていくフットワークの軽さは、この規模の病院ならではといえると思います。是非一度見学に
来てください。その時は直接お話したいので研修医に声をかけてくださいね。

◎能 登　貴 史【平成19年度後期研修医】
　公立置賜総合病院は、２市２町唯一の総合病院であり、救命救急センターを併せ持つことが大きな特徴で
す。救急はもちろん、外来や入院でも、プライマリケアから高度医療まで幅広い経験が出来ることと思いま
す。小生の専攻している糖尿病の分野でも、境界型の生活指導から、血糖値1000㎎/㎗を超える高血糖高浸透
圧症候群（年に数例）まで多彩な症例を経験できます。
　また、診療上の特徴としては主治医チーム制が確立されていることがあります。この主治医チーム制の下
では、上級医に依存してしまうという可能性もあるため、自分自身の考えを明確にしておく必要があります
が、利点として①治療方針についての検討を行うので上級医の思考過程を追うことができる。②３６５日２４時
間の拘束がなくリフレッシュが可能であることが挙げられます。
　興味をもたれた方は、是非一度見学に来てください。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
１年次 内　科 外　科 救急・麻酔
２年次 小児 産婦 精神 地域保健医療 自由選択

プログラム名　公立置賜総合病院卒後臨床研修プログラム

職　名 氏　名 診療科 現在の専門分野、学会認定等

院長 新　澤　陽　英 内科 日本内科学会認定内科医、日本消化器病学会認定
施設指導医、日本肝臓学会肝臓専門医、日本消化
器内視鏡学会指導医、日本医師会認定産業医

副院長 豊　野　　　充 外科 日本外科学会専門医・指導医、日本消化器外科学会専
門医・指導医、日本消化器病学会専門医、日本大腸肛
門病学会専門医、日本乳癌学会認定医、日本医師会認
定産業医、日本体育協会公認スポーツドクター

副院長 佐　藤　伸　二 内科（血液） 日本内科学会認定医、日本血液学会専門医・
指導医、日本臨床血液学会評議員、日本輸血
学会認定医、日本骨髄バンク（調整医師）

副院長 薄　場　　　修 外科 日本外科学会専門医・指導医、日本消化器外科
学会認定医、日本胃癌学会評議員、厚生省臨床
研修指導医、インフェクションコントロールド
クター、日本がん治療認定医機構暫定教育医

診療部長(兼）
教育研修部長

鵜　飼　克　明 内科（消化器） 日本消化器内視鏡学会専門医・指導医、日本消化器病学
会専門医・指導医、日本内科学会認定医、日本肝臓学会
専門医、日本消化器集団検診学会認定医、日本超音波医
学会専門医、インフェクションコントロールドクター

診療部長 金　城　利　彦 脳神経外科 日本脳神経外科学会専門医、日本脳卒中学会専門医

診療部長 林　　　雅　弘 整形外科 日本整形外科学会代議員・専門医、日本リハ医学会認
定臨床医、日本体協認定スポーツドクター、日本脊椎
脊髄病学会指導医、東日本整形外科学会、東北脊椎外
科研究会幹事、置賜整形外科懇話会代表世話人

診療部長 沼　崎　政　良 産婦人科 日本産婦人科学会専門医、母体保護法指定医

診療部長 久保田　洋　子 泌尿器科 日本泌尿器科学会専門医・指導医、日本
癌治療学会臨床試験登録医

医療連携部長 山　田　昌　弘 呼吸器外科 日本外科学会認定医、日本胸部外科学会認
定医、日本消化器外科学会認定医、日本医
師会認定産業医、診療情報管理士、呼吸器
外科専門医、日本胸部外科学会専門医

臨床検査部長 布　山　繁　美 病理 日本病理学会指導医・専門医、日本臨床
細胞学会細胞診指導医・専門医

科長 渡　辺　晋一郎 内科（消化器） 日本内科学会認定医、日本消化器病学会専門医

医長 武　田　　　忠 内科（消化器）

医長 大　村　清　成 内科（消化器）

医長 服　部　悦　子 内科（消化器）

医長 安　藤　嘉　章 内科（消化器） 日本内科学会認定医、日本消化器病学会
専門医、日本消化器内視鏡学会専門医

医長 柄　澤　　　哲 内科（消化器） 日本消化器病学会専門医、日本消化器内
視鏡学会専門医、日本内科学会認定医

医長 松　田　　　剛 内科（消化器）

医師 作　田　和　裕 内科（消化器）

医師 勝　見　智　大 内科（消化器）

科長 角　田　裕　一 循環器科 日本内科学会認定医、日本循環器学会専門医

医長 山　内　　　聡 循環器科

医師 北　原　辰　郎 循環器科 日本内科学会認定医

医師 屋　代　祥　典 循環器科

医師 和根崎　真　大 循環器科

医療安全部副部長 稲　毛　　　稔 内科（呼吸器） 日本呼吸器学会専門医・指導医、日本内科学会専
門医、インフェクションコントロールドクター

医長 荒　生　　　剛 内科（呼吸器）

医長 片　桐　祐　司 内科（呼吸器）
日本内科学会専門医、日本呼吸器学会専
門医、日本医師会認定産業医

医師 下　山　貴　子 内科（呼吸器）

医長 高　橋　俊　之 内科（腎臓・透析） 日本内科学会認定内科医

医師 鈴　木　和　子 内科（腎臓・透析）

医師 軽　部　宏　紀 内科（血液）

医師 沼　田　　　綾 内科（血液）

医療連携部副部長 江　口　英　行 内科（内分泌） 日本内科学会認定医、日本糖尿病学会専門医・指導医

医師 能　登　貴　史 内科（内分泌）

教育研修部副部長 仁　科　正　裕 小児科 日本小児科学会専門医、精神保健指定医・専門医

医長 木　島　一　己 小児科 日本臨床血液学会指導医

医師 篠　崎　敏　行 小児科

医師 酒　井　愛　子 小児科

科長 赤　羽　隆　樹 精神科 精神保健指定医

医長 鈴　木　春　芳 精神科 精神保健指定医

医師 佐々木　哲　也 精神科

診療部副部長 小　澤　孝一郎 外科 日本外科学会専門医、日本消化器外科学
会認定医、日本内視鏡外科学会評議員

職　名 氏　名 診療科 現在の専門分野、学会認定等

手術部副部長 橋　本　敏　夫 外科 日本外科学会専門医、日本乳癌学会認定医

医長 東　　　敬　之 外科 日本外科学会専門医、日本消化器外科学
会認定医、日本医師会認定産業医

医長 木　村　真　五 外科 日本外科学会認定医・専門医、日本医師
会認定産業医、日本抗加齢医学会専門医

医師 間　瀬　健　次 外科

医師 柴　田　健　一 外科

医師 横　山　森　良 外科

医療情報部副部長 後　藤　智　史 心臓血管外科 日本外科学会認定医、日本胸部外科学会認定医

医療連携部副部長 豊　島　定　美 整形外科 日本整形外科学会専門医、義肢装具等適合判定医

輸血部副部長 後　藤　文　昭 整形外科 日本整形外科学会専門医・脊椎脊髄病医、
日本脊椎脊髄病学会脊椎脊髄外科指導医、
義肢装具等適合判定医

医長 大　楽　勝　之 整形外科

医長 佐々木　淳　也 整形外科 日本整形外科学会専門医

医師 田　中　　　賢 整形外科

医師 塚　本　重　治 整形外科 日本整形外科学会専門医

医師 根　本　信　仁 整形外科

臨床検査部副部長 黄　木　正　登 脳神経外科 日本脳神経外科学会専門医、日本脳卒中学会専門医

医師 山　田　裕　樹 脳神経外科

臨床検査部副部長 髙　木　潤　一 産婦人科

診療部副部長 手　塚　尚　広 産婦人科 日本産科婦人科学会専門医

医長 森　　　敏　恵 産婦人科 日本産科婦人科学会専門医

医師 大　貫　　　毅 産婦人科

診療部副部長 梅　津　由　子 眼科

医長 高　橋　知　美 眼科

教育研修部副部長 櫻　井　真　一 耳鼻咽喉科 日本耳鼻咽喉科学会専門医

医長 大　竹　祐　輔 耳鼻咽喉科 日本耳鼻咽喉科学会専門医

医師 齋　藤　史　明 耳鼻咽喉科

医長 國　井　拓　也 泌尿器科 日本泌尿器学会専門医

診療部副部長 安　川　和　夫 歯科口腔外科 日本口腔外科学会専門医

医長 山　森　　　郁 歯科口腔外科 日本顎関節学会認定医

医師 平　　　幸　雄 歯科口腔外科

手術部副部長 山　口　勝　也 麻酔科 日本麻酔科学会専門医

医長 鈴　木　香　織 麻酔科 日本麻酔科学会専門医

医長 那　須　郁　子 麻酔科 日本麻酔科学会麻酔科指導医・専門医、
ペインクリニック学会専門医

医師 木　村　相　樹 麻酔科

教育研修部副部長 伊　東　一　志 放射線科 日本医学放射線学会専門医、日本IVR学会指導医

医師 豊　口　裕　樹 放射線科

救命救急センター長 岩　谷　昭　美 日本救急医学会救急科専門医

副センター長(兼）
集中治療室長

佐　藤　光　弥 日本外科学会指導医・認定医、日本消化器外
科学会認定医、日本救急医学会救急科専門医

医師 小　山　美　緒

臨床研修

研修期間は原則として３年以内で、プログラムはできるだけ個人の希望に沿うように調整します。
当院内での研修のほか、サテライト研修施設で一定期間研修することも可能です。
処遇については正規職員と同様の取り扱いで、地方公務員共済組合に加入するほか、１年目の年収が約1,500万円と非常に充実しています。

後期研修


